
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

 令 和 ７年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立三郷工業技術高等学校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 
「ものづくりの精神」に基づき、豊かな人間性を育成するとともに、学力向上をとおし

て、生徒の自信を高め、地域に貢献できる技術者を育成する」 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回

の学校評価懇話会を開催し、学校自己

評価を踏まえて評価を受けた日とする        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 基礎学力や専門知識・技術の習得を重視し、学習指導を充実させる 

２ 生徒指導及び進路指導の充実を図り、社会人基礎力を身につけさせる 

３ 開かれた学校づくりに取り組み、工業高校の魅力を積極的に発信する 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者   名 

    生徒      名 

    事務局(教職員) 名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

 ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

 ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  月  日  現 在 ）  実施日  令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

 新学習指導要領に基づいた授

業実践が進み、生徒の授業への

積極的な参加が見られる。全学

年一人一台端末が整備され、活

用も進んでいる。 

【課題】 

基礎学力不足の生徒が多く、

学習習慣の定着と基礎学力向

上、専門知識・技術の確実な習

得を行い、生徒の自信を高め

る。ICT 活用の授業方法の模索と

教員間の情報共有を強化する。 

①ICT 活用によ

る授業改善と指

導 力 向 上 に よ

り、生徒の学力

向上と学習意欲

の向上。 

①生徒の主体的な学びを促進

するICTを活用した授業や基礎

学力向上のための効果的な学

習方法を導入する。 

①教科・学科の横断的な学びを実施すること

で生徒の学力向上が見られ、同時に生徒の授

業への積極参加が見られたか。 

②一人一台端末の積極活用がされたか。 

   

 

 

 

②専門学科指導の追求と課題

研究の充実。 

①工業科の授業で「授業内容が身に付いた」

という生徒の割合が各学科 80％以上。 

②課題研究の生徒満足度 90％以上。 

②資格取得や、

各 種 コ ン テ ス

ト、大会への促

進。  

①配信メールの活用を含め、

積極的な情報提供。 

①資格取得やコンテストなどに取り組む生徒

が多くいたか。 

②資格取得の指導や各種コン

テストや大会の情報提供。 

①アンケートにおいて、資格指導が充実して

いるとの回答が 80％以上。 

２ 

【現状】 

 生徒規範は概ね守られてお

り、大きな問題行動は減少傾向

にある。進路指導は充実してお

り、生徒の進路実現に向けた取

り組みが進んでいる。 

【課題】 

 社会人基礎力、特に自己管理

能力の更なる向上を目指し、組

織的な生徒指導と進路指導を強

化する。生徒の主体的な学びを

促進し、変化に適応できる人材

育成を強化する。 

①社会人基礎力

の育成を目指し

た生徒指導の推

進。 

①生徒の「セルフマネジメン

ト能力」を高める生徒指導の

推進。 

①基本的生活習慣の確立、特に遅刻者数が減

少したか。 

②手帳を用いた自己管理の習慣化が高まった

か。 

    

②社会人としての基礎的な知

識・技能を習得するための指

導。 

①交通安全指導の実施し、ヘルメットの着用

を呼びかける。 

②基礎力診断テストを実施し、基礎学力が向

上したか。 

②生徒の進路実

現に向けた指導

と主体的な学び

を促進する教育

活動の推進。 

①大学コース、専門コースに

おいて、特性を生かした指導

を行う。 

①コース選択の満足度が高い値を示したか。 

②就職や進学に対する情報提供を充実して行

えたか。 

②三年間を見通したキャリア

教育の実施。 

①生徒自らの力で人生を考えることができる

キャリア教育が行われたか。 

②進路行事の充実とインターンシップの積極

参加が行われたか。 

３ 

【現状】 

 本校の魅力を十分に発信でき

ていない状況であり、募集定員

を満たしていない学科が多い。 

【課題】 

 本校の特色・魅力・成果を効

果的に情報発信し、志願者増加

につなげる。積極的な外部連携

を通して、開かれた学校づくり

を推進し、地域との繋がりを強

化する。 

①学校の魅力発

信と生徒募集の

強化。 

①本校の特色・魅力・成果に

ついて積極的に情報発信し、

生徒募集につなげる。 

①情報発信の機会を多く設ける。 

②生徒募集において、各科志願倍率 1.0 倍を

確保する。 

    

②各種説明会や学校見学 

会、出前授業、体験入学等を

とおしたＰＲ活動の実施。 

①地元小中学校との連携回数の増加 

②本校で行う各種広報行事における参加者数

増加。 

②企業や地域、

小中学校、各種

機関等との連携

強化。 

①コンソーシアムを設置し、

地域の産学官と持続的な連携

体制を構築する。 

①コンソーシアムを設置できたか。 

 

②外部連携を積極的に行い、

開かれた学校づくりを行う。 

①外部連携による活動やイベントの実施状況

は増加したか。 

 


